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売上高（百万円）

（注意） 

下記事項による売上増加は
業績予想には織り込んでお
りません。 
① 欧州：公的医療保険適用 
② 米国：FDA承認  
③ 国内：薬事承認

CYBERDYNE株式会社

連結売上高

(通期予想)
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上期で 
55%達成555

通期予想の55％を達成。新製品売上が大幅に増加



連結業績実績 - 前年同期比較

単位：百万円

項目
FY2015 FY2015 

【上期】
FY2014 
【上期】

増減額 
（前期比） コメントQ1 Q2

売上高 170 385 555 212 343 新製品の売上増加（+約300M） 
　売上原価 67 128 195 188 7 親会社：新製品量産による原価低減 

子会社：サービス原価改善

売上総利益 103 257 360 24 335 売上総利益率 53%改善（12%→65%）

　研究開発費 126 190 316 321 -5 新製品の開発や臨床研究の注力（前期から継続）

　その他販管費 297 277 575 460 115 資本増加による事業税資本割の増加（＋50M）

営業利益 -321 -210 -531 -757 226
　営業外収益 63 160 223 401 -178 助成金収入（-192M）

　営業外費用 12 68 80 13 67 固定資産圧縮損（＋56M）

経常利益 -270 -118 -388 -369 -19
当期純利益 -268 -119 -387 -374 -13

【2016年3月度 第２四半期：連結損益計算書】

増益要因：売上高 2.6倍(+343M)、売上総利益率 53%改善(12%→65％) 
減益要因：補助金減少(248M:助成金192＋圧縮損56）、事業税資本割の増加(50M)

CYBERDYNE株式会社

上期：売上高2.6倍、営業赤字３割縮小（前年同期比） 
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製品稼働台数（新製品）

半期で2～5倍増加
単位：台
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製品稼働台数（既存製品）

既存製品も順調に増加

9%増

単位：台
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製品ラインアップ①
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HAL®医療用（下肢タイプ）

※日米では医療機器認証申請中

世界初のロボット治療機器 

2013年にEUで医療機器認証取得
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製品ラインアップ②
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HAL®福祉用（下肢タイプ）

HAL®自立支援用（単関節タイプ）

《新製品(2015/2)》

2010年現行モデル製品化
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製品ラインアップ③

搬送ロボット

清掃ロボット
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HAL®作業支援用 
（腰タイプ）

HAL®介護支援用 
（腰タイプ）

《新製品(2014/9)》 《新製品(2015/3)》

《新製品(2015/3)》

《新製品(2015/8)》
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■欧州：HAL医療用のドイツ公的医療保険の適用申請を完了（2015/10） 
■米国：HAL医療用のFDA申請（2015/06に510K）→  2015年度中に承認予定 

■日本：HAL医療用の薬事申請 → 2015年末に承認予定（11/10厚労省審議会部会にて了解済）

A.医療機器認証 
保険適用

B.製品開発
■バイタルセンサー（手のひらサイズで動脈硬化・血栓症兆候測定）→ 2015年度中に出荷予定 
■清掃・搬送ロボ、HAL腰タイプ → 機能追加・改良を推進

C.拠点強化

D.事業推進

■米国事業：複数の事業パートナー（医療系）と米国拠点設立を計画中 
■羽田空港：次世代ロボットを活用した未来型空港モデル創出 
■事業提携：人工小脳・人工知能開発とIoT・ビッグデータ活用を加速 (VB2社出資) 
■CEJ事業：東京・つくばの両エリアで、VB/JV連携による国際ビジネス拠点の創出

■つくば本社：研究開発・実証エリアの拡張を検討中 
■東京圏(川崎)：国家戦略特区での先端医療イノベーション拠点立上げを準備中 
■Fukushima(郡山)：次世代型多目的ロボット化生産拠点を建設中
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事業進捗のハイライトと現況
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A. 医療機器認証、保険適用の現状
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ドイツ 
公的医療保険申請 
10月27日(InEK*申請) 
10月31日(G-BA*申請)

2015年度中に

2015年末に

* InEK : 病院医療報酬制度協会 
G-BA : ドイツ連邦合同委員会
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A. 日本における医療機器承認状況
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厚労省 部会*を通過（11月10日）
日本経済新聞　11月11日朝刊

NHK　11月10日 
http://cgi2.nhk.or.jp/nw9/pickup/index.cgi?date=151110_1

* 薬事・食品衛生審議会（医療機器・対外診断薬部会）
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B. 製品開発：バイタルセンサー

世界初！ 
3大死因である脳血管疾患や心疾患
の原因となる、動脈硬化や血栓症の
兆候を、日常的に測ることを可能に 
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脳血管疾患や心疾患の予防ビジネス創出へ

ビッグデータ解析と組み合わせ 
早期発見・予防の道を拓く
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C. 拠点強化
戦略特区を活用し、世界最速でイノベーションを創出

次世代型多目的
ロボット化生産拠点

国際戦略総合特区： 

サイバニクス国際ロボット・
イノベーションBase

国家戦略特区： 

サイバニクス国際イノベーション・ 

メディカルビジネス拠点

Fukushima
(郡山)

東京圏
(川崎)

つくば

Google

現在建設中

現在準備中

建設予定地

http://www.king-skyfront.jp/press/
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D. 次世代ロボット化空港創出へ
次世代ロボットを活用した未来型空港モデル創出に向け、 
羽田空港との提携がスタート（2015年9月）

労働環境改善・新たな顧客サービス創出へ
14

車椅子で移動の方の
荷物運びをサポート

ロボットが空港を
綺麗に清掃

重い荷物の
上げ下ろしを補助

出典：日刊工業新聞
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D. PEZY/ExaScalerと提携
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世界スパコンランキング1～3位を独占 
（Green500*, 2015/7)

世界最高水準のスパコンで、人工小脳・人工知能(AI)
開発とIoT・ビッグデータ活用を加速

http://www.green500.org/?q=lists/green201506
* 消費電力あたりの性能を競う世界スーパーコンピュータランキング

理研
高エネルギー加速器 

研究機構

高エネルギー加速器 
研究機構
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D. CEJ事業…東京圏(川崎キングスカイフロント)
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羽 田 空 港 

京浜臨海部 
ライフイノベーション 
国際戦略総合特区 

第３ゾーン（空港連携機能） 
緑地 

ＴＩＡＣＴ 

土地区画整理事業 
（22.7ha） H25年9月完了 

 
㈱ヨドバシカメラ（8ha） 

ｱｯｾﾝﾌﾞﾘｰｾﾝﾀｰH17年事業開始 

ANA殿町ビジネスセンター 
 ・ｹｰﾀﾘﾝｸ棟 H23年4月運営開始 
 ・管理棟   H26年7月運営開始 

全日本空輸㈱（3ha） 

ｵﾌｨｽ棟（予定） 

駅前広場 

多目的広場エリア 

産業交流施設エリア 
・産業支援施設、国際会議場、 
 展示場等 

アジアヘッドクォーター特区 
（羽田空港跡地） 

ホテル・複合業務施設エリア 

キングスカイフロント 
（約40ha） 

＜第１ゾーン＞ 
（宅地面積：約11ha） 

周辺地域との共生に配慮し、地元の過去の経
緯を踏まえた土地利用を促進 
●産業交流施設  
（(仮称)羽田グローバルアライアンスセンター） 
●多目的広場 ●駅前広場 

            羽田クロノゲート 
                ( 10ha) H25年9月稼動 

大鳥居 

羽田 
２丁目 

大師河原 

殿町 
3丁目 

川崎生命科学・環境研究センター 
（LiSE）（0.7ha）H25年3月運営開始 

ものづくりナノ医療イノベーションセンター（ｉ ＣＯＮ） 
（0.8ha）H26年度運営開始予定 

・東大、東工大、富士フイルム、ニコン等  

 の産学官による「ナノ医療」研究開発など 

   「ｎature」 
2009.5.28号 

実中研再生医療・新薬開発センター 
（0.6ha）H23年7月運営開始 

＜第２ゾーン＞（宅地面積：約5ha） 
24時間国際拠点空港化に伴い、国際線地区と

の補完的・一体的な土地利用を図る。 
●宿泊施設●複合業務施設 

国際線地区 

   「ｎature」 
2009.5.28号 

・貸し床(4F) 

  「(財)神奈川科学技術アカデミー」 

  「㈱エスアールエル」 

  「㈱天然素材探索研究所」 

・環境総合研究所(3F)  

・健康安全研究所(2F) 

・共用施設（会議室、カフェ等）(1F) 

・ヨドバシカメラアッセンブリーセンター 

  川崎増設計画を推進中 

  (環境アセス手続き中)  

神奈川県ライフイノベーションセンター（仮称） 
（0.8ha）H28年度運営開始予定 

・神奈川県が整備する再生・細胞医療分野  

 の研究開発センター 

大田区 

川崎市 

 （約1.0ha）  H28年度竣工予定 

・アイソトープ製品の試験・研究開発、 

 供給関連業務、普及啓発等  

ｼﾞｮﾝｿﾝ・ｴﾝﾄﾞ・ｼﾞｮﾝｿﾝ㈱  
東京ｻｲｴﾝｽｾﾝﾀｰ 
（0.3ha） H26年８月 運営開始 

・医療機器の評価・開発 
・国内外の医師が医療機器のトレーニングで利用 など 

        国立医薬品食品衛生研究所       
       （2.7ha） H28年度工事完成予定 

・医薬品、食品等の品質、安全性並びに有効性の評 
 価に関する試験・研究を実施 
・地方衛生研究所や検疫所に技術指導を行うほか、 
 世界各地からの研究者の受入、研修等を実施 

○健康安全研究所との連携による市民 
  生活に密接に関連する食品などの安 
  全確保や市民の生活環境の維持・向 
  上への貢献に期待 

クリエートメディック株式会社（0.3ha) 
平成28年度竣工予定 

・シリコン製カテーテル等の研究開発など 

NOGマウス／ヒト化マウス 

・再生医療による脊椎損傷やアルツハイマー治療などの 

 先端医療の実現を目指す 

コモンマーモセット 

     大和ハウス工業株式会社（4.6ha) 
      土地譲渡契約：平成26年6月30日 

     富士フイルムＲＩファーマ株式会社（0.35ha) 
      土地落札日：平成26年８月８日       

 
ＣＹＢＥＲＤＹＮＥ株式会社（1.5ha) 
土地落札日：平成26年８月８日 

羽田空港周辺の土地利用計画 National!Strategies!in!HANEDA!Airpot!Area

1.5ha(15,000m2),!!
8!Aug.2014

Tokyo!Univ,TIT,Fuji!Film,!Nikon

Medical!Innovation!Center,
Nano!Medicine!Factory

Life!Science!Center

Health!&!Safety,!
Life!Environment,!
Natural!material

Center!for!!
!!Regeneration!Medicine!and!!!!
!!New!Drag!Development

Regeneration!Medicine!for!Spinal!Cord!Injury,!
New!Drag!Development!for!ATlzhèimer's

Fuji!Film!RI!Pharmacy

Daiwa!House

Create!Medtech

Asia!Head!Quater!
National!Special!Zone

King!Sky!Front
total:!40!ha

羽田空港

Zone1!

Industrial!Alliance

Zone2!
24!hours!Business!Center!&!Hotel

Zone3!Airport!Liaison!Complex

HANEDA!!
International!Airport

Tokyo!Science!Center
Medical!Device!Development!Center!
Medical!Device!Training!Center

International!
Strategical!Zone!!for!

Life!Innovation

National!Food!&!Drag!
Research!Center

FDA!style!Investigation!&!Evaluation!!
of!!Safety,!Efficiency!!!

on!Medicine,!Foods,!Medical!Device!

Collaboration!with!!
Health!&!Safety!Research!Center!!

in!daily!Life!

Japan!Isotope!!
Association

Investigation!and!Development!on!
Isotope!Products

Yodobashi

Assembly!!Center

Kanagawa!Life!Innovation!Center

Regeneration!Medicine,!Cell!Medicine

Physical!Distribution!Center

国家戦略特区 
（医療産業イノベーション）

東京国際空港（羽田）

CEJ:サイバニクス・エクセレンス・ジャパン 
・ CEJ（サイバニクス・エクセレンス・ジャパン）の設立へ 

　 内閣府「革新的研究開発推進プログラムImPACT」で育成された 
・「イノベーション創出の仕組み」・技術・人材・企業を対象に、 

　　　・サイバーダインの機能・認証取得ノウハウ・事業展開ノウハウを提供し、 
　　　・「医療関連VB創出」を推進する。

16



CYBERDYNE株式会社

本書には、当社および当社グループに関連する見通し、計画、目標などの将来に関する記述がなされています。これらの
記述は、当社が本書作成時点において入手した情報に基づきなされたものであり、当社が何らの検証を行っておらず、ま
た内容を保証するものではない公開情報を含んでいます。当社はこれらの記述を更新する義務を負っておりません。 

当社および当社グループに関連する見通し、計画、目標は、当社が合理的と考える前提のもとに記述がなされていますが、
これらの将来に関する記述は、当社の将来の業績を保証するものではなく、これらの記述において表現または暗示されて
いる当社の将来の結果、業績、成果、財政状態と著しく異なる実際の結果、業績、成果、財政状態をもたらす可能性のあ
る、既知および未知のリスク、不確実性、その他あらゆる要素を含んでいます。 

CYBERDYNE株式会社
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